
宣 言 日 令和　2　年　12　月　2　日

住 所 川口市上青木３－１２－１８　スキップシティー内

県内企業等の名称 公益社団法人　川口青年会議所

代 表 者 氏 名 理事長　西村　大輔

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

ドギーバック普及率８０％市内外食産業食材廃棄率６０％減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

デザイン公募など子供なども参加しやすい事業によりドギーバック普及率５０％

地域が取り組みやすいSDGｓを議論し、廃
棄食材問題解決、食材持ち帰りの促しに取
り組むべく「ドギーバック」デザインコンテ
ストを開催、２０２０年度は全く普及してお
らず１０％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

我々は日本JCの取り組みであるSDGｓ推進を受け、２０２１年より川口青年会議所内において「SDGｓ
推進会議」を設立し地域貢献はもとよりメンバーがSDGｓの知識を身につけＳＤＧｓ達成にむけ行動し
ていく。

公益社団法人　川口青年会議所

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

健全健康な青少年育成のため、子供養護
施設事業を議論中　　※家庭の事情により
子供を育てる事が困難な家庭の救済事業
２０２０年度生活困難層１０％（小学５年生）

＜2030年に向けた指標＞

児童養護施設を持続可能な団体へ引き継ぎ生活困難層２％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

１０％の生活困難層８％まで引き下げ

経済

中期ビジョン推進委員会による川口で育
ち川口で働き川口に地域貢献する事業「職
育インターンシップ」事業遂行中　※２０２
０年度はコロナの影響により参加者３名
（大学3年生）

＜2030年に向けた指標＞

参加企業30社、参加学生60人（他団体へ事業継承）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

参加企業１０社、参加学生３０人


